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血栓・塞栓除去法（フォガティー・カテーテル）thromboembolectomy (Fogarty catheter)

今日の治療指針 2017 （2017 年 1 月 1日）/医学書院/120-121

＜心臓血管外科＞ 松江 一

Heart transplantation for adults with congenital heart disease: current status and future prospects

General Thoracic and Cardiovascular Surgery (2017) 65:309-320

＜心臓血管外科＞ Hikaru Matsuda, Hajime Ichikawa, Takayoshi Ueno, Yoshiki Sawa

中心静脈血酸素分圧値 400mmHg を呈した腹部大動脈瘤破裂の 1症例：ultrasound guided 内頸静脈穿刺の有用性

Cardiovascular Anesthesia (The Journal of Japanese Society of Cardiovascular Anesthesiologists) Vol.21 

No.1 2017 (2017 年 8 月 1 日)/ 63-67

＜麻酔科＞ 安部和夫、佐藤尚司、田内裕也、近藤晴彦

静脈栄養 CV ポートの種類, 特徴, 挿入経路の選択

月刊薬事 4月臨時増刊号「まるごとわかる 栄養療法」Vol.59 No.6 /じほう

＜外科＞ 吉川正人

Incidence and impact on midterm outcome of intimal versus subintimal tracking with both antegrade and 

retrograde approaches in patients with successful recanalisation of chronic total occlusions: J-PROCTOR 

2 study

EuroIntervention 2017/E-edition February 2017

＜循環器内科＞ Katsuyuki Hasegawa,MD; Etsuo Tsuchikane,MD,PhD; Atsunori Okamura,MD,PhD; Tsutomu 

Fujita,MD; Masahisa Yamane,MD; Yuji Oikawa,MD,PhD; Yoriyasu Suzuki,MD; Yasumi 

Igarashi,MD,PhD; Eisho Kyo,MD; Toshiya Muramatsu,MD

Orthotropic heart transplantation for adult congenital heart disease: a case with heterotaxy and 

dextrocardia

General Thoracic and Cardiovascular Surgery (2017) 65:47-51

＜心臓血管外科＞ Hikaru Matsuda, Norihide Fukushima, Hajime Ichikawa, Yoshiki Sawa

CV ポートの皮下トンネル経路が原因と考えられたカテーテル抜浅の 1 例

Medical Nutritionist OF PEN LEADERS VOL. I NO. I 2017. 創刊号 ／ フジメディカル出版

＜外科＞ 吉川正人、大川 淳、井上善文
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ラテックスフルーツ症候群が疑われる重症大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル大動脈弁留置術-経大腿動脈ア

プローチ（TAVI-TF）の麻酔経験

臨床麻酔 2017 年 10 月号 Vol.41 No.10 2017（2017 年 10 月 20 日）/1417-1420

＜麻酔科＞ 安部和夫、藤井健一(循環器内科)、石淵かすみ(循環器内科)、松江 一(心臓血管外科)、大

辻 悟(循環器内科)、佐藤尚司(心臓血管外科)

成人先天性心疾患に対する心臓移植：Failed Fontan からみた海外の現状とわが国の課題

日本成人先天性心疾患学会雑誌 第 6巻第 2 号（2017 年 10 月）/6-15

＜心臓血管外科＞ 松田 暉

特集 5 血栓性病変に対する Stentless Strategy ELCA は効果的か

Coronary Intervention 第 13 巻第 6号（2017 年 11 月 30 日）/メディアルファ/45-48

＜循環器内科＞ 大辻 悟

重症筋無力症を伴う胸腺腫術後 17 年目に発症した胸腺癌による収縮性心膜炎の 1 例

日本心臓血管外科学会雑誌 第 46 巻第 6 号（2017年 11 月）/ 277-281

＜心臓血管外科＞ 洪 雄貴、松江 一、梶山哲也、石田 勝、佐藤尚司、松田 暉

The Jarvik 2000 left ventricular assist device as a bridge to transplantation: Japanese Registry for 

Mechanically Assisted Circulatory Support

The Journal of Heart and Lung Transplantation /January 2018 Volume 37, Issue 1, Pages 71–78

＜心臓血管外科＞ Hiroki Kohno, MD, PhD, Goro Matsumiya, MD, PhD, Yoshiki Sawa, MD, PhD, Minoru Ono, MD, 

PhD, Yoshikatsu Saiki, MD, PhD, Akira Shiose, MD, PhD, Kenji Yamazaki, MD, PhD, Yoshiro 

Matsui, MD, PhD, Hiroshi Niinami, MD, PhD, Hikaru Matsuda, MD, PhD, Soichiro Kitamura, 

MD, PhD, Takeshi Nakatani, MD, PhD, and  Shunei Kyo, MD, PhD

4.完全閉塞病変：Retrograde  b. Retrograde からの CTO トラッキングワイヤーの動かし方（回し方、進め方）

と注意点 「b-1  Gaia ガイドワイヤー」

こうすれば必ず通過する！PCI 医必携ガイドワイヤー“秘伝”テクニック/2018 年 2 月 20日/南江堂/212-215

＜循環器内科＞ 大辻 悟
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大特集：看護の臨床推論で答えがわかる！ケア決定の絶対根拠

循環 14 末梢の保温と血圧低下リスクの考えかた

循環 15 循環作動薬調整のタイミング

月刊ナーシング 2017 年 6 月号」Vol.37 No.7 P.52-53/P.54-56/学研

虚血性心疾患

早引き 循環器看護ケア事 ／ 株式会社ナツメ社

慢性心不全

急変 ABCD＋呼吸・循環ケア 2017 年 4･5 月号 ／ 日総研

カテゴリ２「看護技術２」 生体モニター(パルスオキシメータ・バイタルサイン測定)

臨床看護のｅラーニング ／ メディカ出版

カテゴリ２「看護技術２」 生体モニター(12 誘導心電図・モニター心電図・簡易血糖検査)

臨床看護のｅラーニング ／ メディカ出版

カテゴリ２「看護技術 5」 入院時の看護(問診・入院時のリスクアセスメントと患者説明・緊急入院)

臨床看護のｅラーニング ／ メディカ出版

カテゴリ２「看護技術 5」 入院時の看護(入院受け入れ準備・入院オリエンテーション)

臨床看護のｅラーニング ／ メディカ出版

カテゴリ２「看護技術 5」 死亡時の看護(看取りに向けての看護・危篤時の看護・臨終期の看護・死後の看護)

臨床看護のｅラーニング ／ メディカ出版

カテゴリ２「看護技術 5」 術前術後看護(手術前の看護・術直後の看護・術後 24 時間の看護・術後 72 時間の

看護・高齢者その他)

臨床看護のｅラーニング ／ メディカ出版

カテゴリ２「看護技術 5」 夜勤時の看護(夜勤時の看護業務・消灯に向けての援助・睡眠時の援助・起床時の

援助)

臨床看護のｅラーニング ／ メディカ出版

看護部
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カテゴリ２「看護技術 5」 退院を見据えた看護・退院指導(退院に向けての準備・退院指導の計画立案・退院

指導・継続ケアが必要な患者への退院指導)

臨床看護のｅラーニング ／ メディカ出版

気道クリアランスと排痰体位の選択

呼吸器ケア ／ メディカ出版

経鼻胃管を胃瘻に変更することにより順調に経腸栄養から離脱して経口摂取に移行しえた多臓器不全症例

Medical Nutritionist of PEN Leaders Vol.1 No.2 195-199, 2017/栄養管理指導者協議会/フジメディカル出版

特集 手術室の ME 機器、エネルギーデバイスの基礎知識  「人工心肺装置」

「手術看護エキスパート 2017 年 7・8 月号」Vol.11 No.2 P.43-47/日総研

臨床工学室
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